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【メモ欄】

<取り組んだ課題> 

・ 刻み食は 見た目に美味しそうでない上に 誤嚥を

起こしやすく 摂食嚥下の低下した方に対して 望

ましい食形態ではない。 

・ 常食と同じような形態で美しく盛り付けた食事を提

供することにより 食欲の増進を図りたい。 

<具体的な取り組み> 

・ ソフト食を提供している施設の視察 

・ 職員に対する摂食・嚥下の勉強会実施 

・ 職員に対してソフト食のビデオの上映 

・ ソフト食メニューの開発 

・ 厨房作業の見直し 

・ 献立作成方法の見直し 

・ 食種の見直し 

・ ハード面検討 

    スチームコンベクションオーブンの購入 

    圧力鍋の追加購入 

・ 介護職員へのアンケート 

・ 厨房職員へのアンケート 

・ 行事食等を通して ご家族へのソフト食の紹介 

<活動の成果と評価> 

・ ソフト食を導入することにより 見た目に 食欲を

そそる食事の提供が出来た。 

・ 刻み食にくらべ 喫食率が上がった。 

・ 職員の食事介助に対する意識が変わった。 

<今後の課題> 

・ 使用できる食品が常食にくらべ少ないため 同じよ

うな料理になりがちであり、新メニューの開発が必

要 

・ ソフト食も 多くの摂食嚥下困難者をカバーしてい

くためには 常食に近いものと ミキサー食に近い

ものとの２種類が必要になってきている。 

<参考資料など> 

今回の発表の施設 

またはサービスの 

概要     

社会福祉事業団が運営し、地域に根ざした施設運営をめざしています。平成元年設

立で、地域包括・ケアマネセンター・在宅サービスセンター・特養（50 人ショー

ト6人）の施設です。地下鉄千駄木駅から徒歩２分ですが、静かな生活環境です。
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